













The studies dealing with the issues of caring for elderly people have been conducted since the late 1970s 
and classified into 3 categories ; measurement of care-givers' burden， factors of care-givers' burden and 
care-givers' burden through th巴positionof cognitive s悦 stheory. In terms of the measurement of care司
givers' burd巴n，the current review focuses on Caregiver Strain Index (CSI) and Z訂itBurden Interview 
(ZBI)， both of which訂巴 broadlyused. The reliability and validity of CSI and ZBI have been acknow1-
edged widely. In terms of the factors of care-givers' burden， factors of巴ld巴rlypeople， care-givers and car-
ing circumstances are the topics which are specially focused， and th巴irinteraction has been also discussed. 
Finaly， interms of cognitive s回 s也eory，care-givers' burden has been consid巴redas cognitive evaluation. 
However， such studies have of元町produceddiscrepancy among the results and confused the discussion. 
This confusion is considered to be attributed to社leproblem that the definition of "care-givers' burden" is 
not consistent among researchers. 





























介護による負担感を測定するための尺度としてはRobinson& Thurnher (1979)のC町 e-
giver Strain Index : CSIなどが先駆である。 CSIは不便さ、号|きこもり、適応、睡眠障害、
身体的経済的負担など 13項目から構成され、「はい(1点)J、「いいえ(0点)Jで計算する単
純なものであるが、日本においても翻訳されているように、現在でも介護負担を測定する代表
的な尺度の一つである(飯田・小橋， 2001; Robinson， 1983)。その後、いくつかの介護負担
尺度が開発されてきたが、その中でも今日広く利用されている尺度として、 Zarit，Reever & 
Bach-Peterson (1980)による 22項目からなる負担感質問票 CZaritBurden Interview : ZBI) 
があり、 12項目からなる簡易版も作成されている CBedard，Molloy， Squire， Dubois， L即日r
& O'donnell， 2001)。現在ではこの尺度は各国で翻訳され、文化による違いなども検討されて
きた (Choo，Low， Karina， Poip， Eben巴Z巴r& Prince， 2003 ; Gort， Mazarico， Balleste， 
Barbera， Gomez & de Migu巴1， 2003; O'Rourke & Tuokko， 2003 ; Taub， Andreoli & 
Ber旬 lucci，2004)。日本においても日本語版 (J-ZBI)が作成され、その妥当性や信頼性も検
討されている (Arai，Kudo， Hosokawa， Washio， Miura & Hisamitchi， 1997: Hirono， 




(表〕。その他の尺度としては、 Morycz(1985)による FamilyStrain Index : F位、 Kosb巴rg
& Cairl (1986)による Costof Care Index : CCIなどがある。日本においては、中谷・東峰
(1989)が介護負担の精神的側面に注目し、主観的負担を測定する負担感スケールを開発して
































ことが示されている (Mangone，Sanguinetti， Baumann， Gonzalez， Pereyra， Bozzola， 
Gorelick & Sica， 1993)が、認知的障害も介護者の負担感を増加させるという報告 (Hironoet 
al.， 1998)やどちらの障害も負担感とは無関係で、あるという報告もある (Andrieu，Balardy， 










りも女性の方が多く、介護問題は女性の問題と考える研究者も多い (Shawn，Kneip， Joan， 
Castleman & Nicole， 2004)。性別によって負担感が異なっているという報告はないが、息子
の配偶者が最も負担を感じ、息子自身が介護者の場合は比較的負担感が少ないことが示されて































(Huchman， Leger-Krall & Wilson， 1997)。日本においては天田C1999a; 1999b)が在宅で
高齢者を介護する家族の価値変容を、相互作用論的アプローチから分析している。また、介護
負担感軽減のためには福祉サービスを利用することが重要で、あるとされている CHannappel，
Calsyn & Allen， 1993)が、岡本 (1987)は福祉サービスの利用希望の有無を分ける要因につ
いて、老人の身体的・精神的状況、介護の負担感や社会的資源の利用の積極性をあげている。
また、高齢者介護サービス利用を抑制している要因としては、その利用に対するネガティブな






Brief Symptom Inventory : BSI (Derogatis & Melisaratos， 1983)との関係を調査した結果、




は見られなかった CHaley，Levine， Brown & Bartoiucci， 1987)。その要因として、同じ介護
ストレッサーを持つ介護者で、あってもそのストレッサーを重い負担と捉える介護者とそれほど


































Arai et al. (2003)の指摘のように介護負担(負担感〉と要因の関連においては、まだ研究は
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